
13.使 用 言 語

オ ン ライ ンユ ー ザ とバ ッチ ユ ーザ とを比 較 す る と次 の 通 りで,ア セ ン ブ リ言 語

とPL/1の 使 い方 に大差 が あ る。

第237表 使 用 言 語(オ ン ラ イ ンユ ーザ とバ ッチユ ーザ の 対比)

使用言語

シンボリック言語

(%)
コ ンパ イ ラ言 語(%) 機

械
話
口口

ア ジ A F C P そ お

セ 工
L

0
O よ

ン ネ R L び
ブ

レ
G T B の 特(

リ
|

O R O / 殊%
言 A 言)
語 タ L N L 1 他 語

オ ン ラ イ ン ユ ー ザ 7.7 1.4 0.0 5.1 66.7 6.9 8.0 4.2

パ ッ チ ユ ー ザ 2.7 0.9 0.0 8.1 70.7 1.3 11.8 4.6
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14.コ ン ピ ュ ー タ 化 の 効 果

直接 効 果 の 項 目 につ い て記 入率 の 多 い上 位3項 目は 「業 務 処 理 の 正確 化 」

(93.4%),「 人件 費 の 節 減 」(60.5%),「 顧 客 サ ー ビスの 向 上 」(54.2%)

とな って い る。

間接 効 果 の 上位3項 目 は 「経 営 状 況 把握 の容 易 化 」(53.4%),「 企 業 の イ

メー ジ ア ッ プ」(50.4%),「 社 内情 報流 通 の 円滑 化 」(48.5%)と な ってい る。

第238表(オ ン ラ イ ン事 業 体)コ ン ピ ュー タ導 入効 果 の 項 目分 布

(多 重回答)

直

接

効

果

回

答

実

数

在

庫

の

.減

少

納

期

の

短

縮

資

金

の

効

率

的

利

用

顧

客

サ

1

ビ

ス

の

向

上

人

件

費

の

節

減

人
件
費
以
外
の
経
費
の
節
減

業

務

処

理

の

正

確

化

フ

膓
ル

管
理
の

容
易
化

そ

の

他

延

べ

回

答

者

数

記入数

%

897

(100.0)

167

(18.6)

181

(20.2)

95

(10.6)

486

(54.2)

543

(60.5)

233

(26.0)

838

(93。4)

268

(29.9)

16

(1.8)

2,827

(315.2)

間 回 企 判 作 経 全 不 社 そ 延

接
業
の
塑

慧

業

効

営

状

体
的 正

内

情
べ

効 答
イ
決 果 況 な 行 報

果

メ

|

ジ

定
の
迅

測

定

把

握

モ

ラ

|

為
流

通
の

回

答
実 ・ 速 の の

ル
の の

ア

ツ
正
確

正

確

容

易
の

向
防
円

滑

者

数 プ 化 さ 化 上 止 化 他 数

記入数 841 424 359 196 449 270 152 408 13 2,271

% (100.0) (50.4) (42.7) (23.3) (53.4) (32.1) (18.1) (48.5) (1.5) (270.0)
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15.シ ス テ ム事 故 ・障 害 状 況

◇ シ ス テム事 故 ・障 害 状 況

シ ス テ ムの 全 部 ま た は 一 部 の ダ ウ ン(運 営 中断 ・停 止)を 来 した程 度 の事

故 ・障害 経 験 は,予 想 以 上 に 多 い こ とが わ か る。

第239表 シス テ ム事 故 ・障 害 状 況

経 験

事故 ・障害
現在までの総経験 過去1年 の経験

回 答 者 数(%) 605
(10.0.0)

574
(100.0)

ハ ー ド ウ エ ア 障 害 552
(91.2)

645
(81.0)

ソ フ ト ウ ェ ア 障 害 472
(78.0)

363
(63.2)

空 調 故 障 308
(50.9)

144
(25.1)

電 源 故 障 225
(37.2)

81
(14.1)

回 線 故 障 409
('67.6)

306
(53.3)

配 線 破 損 60
(6.6)

16
(2.8)

漏 水 に よ る 事 故 ・障 害
70

(11.6)
13

(2.3)

自然水害 に よる事故 ・障害
19

(3.1)
5

(0.9)

火 災 に よ る 事 故 ・障 害 16
(2.6)

1
(0.2)

煙 害 に よ る 事 故 ・障 害
1

(02)

2
(0.3)

地 震 に よ る 事 故 ・障 害 16
(2.6)

3
(0.5)

人の過失 による事故 ・障害
226
(37.4)

128
(22.3)

人の悪意 に よる事故 ・障害 1
(0.2)

0
(0.0)

そ の 他* 19
(3.1)

14
(2.4)

その他 」では,落 雷 ・ハ ム無 線の混信 などが上 ってい る。
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障害等の過去1年 間の経験(業 種別)事故第240表

%,多 重 回答)(各 業 種 ごとに,上 段:社 数,下 段

事故 ・障害別

業 種

回

答

実

数

ノ、

|

ド

ウ

エ

ア

障

害

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

障

害

空

調

障

障

電

源

障

障

回

線

故

障

配食
纏い
破等
損)

§

:
ズ

ミ

漏

水

自陣然害

水
害
に
よ
る
事

故

火

災
に

よ
る

事

赦
障
害

煙
害
{ζ

よ
る

事

故
障
害

地

震
に

よ

る
事

趣
障
害

人 シ
の ス

過 テ

失 ム
に 障

よ 害
る ・

事 そ
故 の
・他

人 シ
の ス
悪 テ

意 ム
に 侵
よ害

る ・

事 そ
故 の
・他

そ

の

他

第 一 次 産 業 計
1

10α0

1

10α0

0

0.0

0

α0

0

α0

0

α0

0

0.0

0

α0

0

α0

0

α0

0

0.0

0

α0

0

α0

0

α0

0

α0

第 二 次 産 業 計
238

100.0

199

8a6

156

65.5

59

24.8

34

143

121

50.8

11

46

5

2.1

1

α4

1

0.4

2

0.8

1

α4

49

20.6

0

α0

10

42

第 三 次 産 業 計
311

1000

249

801

192

61.7

80

25.7

42

135

179

57.6

5

上6

8

2.6

3

1.0

0

0.0

0

α0

2

α6

75

24.1

0

α0

3

1.0

公 務 計
24

100.0

16

66.7

15

62.5

5

2α8

5

20.8

6

25.0

0

α0

0

α0

1

42

0

α0

0

0.0

0

0.0

4

16.7

0

α0

1

▲2

全 産 業 計
574

1000

465

81.0

363

6a2

144

25.1

81

141

306

533

16

2.8

13

2.3

5

α9

1

0.2

2

0.3

3

0.5

128

22.3

0

0.0

14

2.4

主

な

業

種

建 設 業
16

10α0

16

10α0

11

68.8

1

6.3

1

6.3

7

4a8

4

25.0

0

α0

0

0.0

0

α0

0

α0

0

α0

3

18.8

0

0.0

2

12.5

食 品 製 造 業
14

100.0

12

85.7

10

71.4

2

14.3

1

7.1

4

28.6

0

0.0

0

α0

0

α0

0

α0

0

α0

0

0.0

2

14.3

0

0.0

0

0.0

繊 維 工 業
14

10α0

12

85.7

9

64.3

2

143

2

14.3

11

78.6

0

0.0

0

α0

0

α0

0

α0

0

α0

0

0.0

3

21.4

0

α0

0

00

化 学 工 業
35

100.0

27

77.1

22

62.9

5

14.3

5

14.3

20

57.1

1

2.9

0

α0

0

α0

0

α0

0

α0

0

0.0

3

8.6

0

α0

1

2.9

鉄 鋼 業
15

10α0

13

86.7

9

60.0

2

133

2

133

5

33.3

1

6.7

0

α0

0

α0

0

0.0

0

α0

0

α0

1

6.7

0

0.0

0

0.0

電 気 機 械 器 具

製 造 業

42

100.0

36

85.7

35

833

13

3LO

5

1L9

29

69.0

1

2.4

2

4.8

1

2.4

1

2.4

1

2.4

0

α0

12

28.6

0

0.0

1

2.4

輸送 用 機 械 器 具
製 造 業

19

10α0

16

84.2

12

63.2

7

36.8

4

21.1

6

31.6

0

α0

0

α0

0

α0

0

α0

0

0.0

0

00

3

15.8

0

00

2

10.5

卸 業 ・ 商 社
45

10α0

37

82.2

28

62.2

14

31.0

6

133

26

57.8

2

44

0

α0

1

2.2

0

α0

0

α0

0

0.0

5

1L1

0

α0

0

αo

小 売 業
30

10α0

21

7α0

17

56.7

9

3α0

2

6.7

10

33.3

1

33

1

33

0

α0

0

0.0

0

α0

1

33

7

23.3

0

0.0

1

33

金 融 業
92

100.0

72

78.3

58

630

,22

23.9

17

18.5

65

70.7

0

00

1
1.1

1

1.1

0

0.0

0

α0

0

α0

19

20.7

0

α0

0

00

運 輸 ・通信 ・倉庫 業
32

100.0

23

71.9

21

65.6

5

15.6

2

6.3

19

59.4

0

0.0

2

63

0

α0

0

0.0

0

α0

1

31

6

18.8

0

0.0

1

3.1

電 力 ・ ガ ス 事 業
7

100.0

7

10α0

5

7L4

4

57ユ

1

14.3

4

57ユ

0

0.0

0

α0

0

α0

0

α0

0

00

0

0.0

2

28.6

0

0.0

0

0.0

広 告 ・調 査 ・情 報

提 供 サ ー ビ ス 業

5

10α0

5

100.0

3

6α0

3

60.0

1

2α0

4

8α0

1

2α0

0

0.0

0

α0

0

0.0

0

α0

0

α0

4

8α0

0

0.0

0

α0

情 報 処 理 サ ー ビス ・

ソ フ ト ウ ェ ア 業

32

10α0

25

78.1

18

563

6

18.8

2

6.3

17

53.1

0
0.0

1

31

0

α0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

9

28.1

0

0.0

1

a1
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16.シ ス テ ム安 全性 対 策

◇ シ ステ ム保 護 対 策

シス テ ム保 護 対 策 に つ い て,対 策 の レベ ル に従 い 下 記 の よ うに重 み づ け配 点

を行 う時,全 産 業 平均 の 対策 レベ ル は 下右 の よ うな もの で あ る。

第241表(オ ン ライ ン事業 体)シ ス テ ム保 護 対 策 状 況

シ ス テ ム 保 護 対 策 レ ベ ル

特に対策なし 1

パ スワード制 ,権 限 規定 明確 ・徹底 化(ま たは同等対策) 2

パ スワー ド制 ,権 限規定 明確 ・徹底化(ま たは同等対策)
コ ピー分 散

3

重 層パ スワー ド制ご権 限規定明確 ・徹底化

コピー分散(ま た は同等対 策)
4

重 層 パ スワー ド制,権 限規定明確 ・徹底 化,

コ ピー分散,暗 号制(ま たは同等対 策)
5

*権 限 の上下に伴い,複 数 の

パ スワー ドが重な るとき初

めてシステムが動 く場合

要 す るに 安 全 対 策 レベ ルは 未 だ低 い とい うこ とが で きる 。 た だ し,業 種 に よ

って さ ま ざ まで この 事 情 は以 下 の す べ て に通 じて 同 様 で あ る 。

◇ シス テ ム建 屋 の 不 可 侵 性 対 策

本 項 目の 対 策 レベ ル に従 い,下 記 の よ うに重 み づ け 配点 を行 う時,全 産 業 平

均 の 対 策 レベ ル は,下 右 の よ うな もので あ る。

第242表(オ ン ラ イ ン事業 体)シ ス テ ム建 屋 の不 可 侵 性 対 策 状 況

全産業平均 レベル

2.01

入 館 監 視 対 策 レ ベ ル

特に対策なし 1

受付者,来 訪者名簿(ま たは同等対策) 2

受 付者,来 訪者名簿,バ ッヂ(ま たは同等対策) 3

受 付 者,来 訪 者名簿,バ ッヂand/orIDカ ー ド

(ま たは同等対策)
4

受 付 者,来 訪 者名簿,バ ッヂand/orIDカ ー ド,監 視装置

(ま たは同等対策)
5
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◇ コ ン ピ ュー タ ・ル ー ムの 不 可 侵 性 対 策

本 項 目の 対 策 レベル に 従 い,下 記 の よ うに重 みづ け 配 点 を行 う とき,全 産

業 平 均 の 対 策 レベ ルは,下 右 の よ うな もの で あ る。

第243表(オ ン ライ ン事 業 体)コ ン ピ ュー タ ・ル ー ムの 不可 侵 性 対 策 状 況

入 室 監 視 対 策 レ ベ ル

特に対策なし 1

受付者,来 訪者名簿(ま たは同等対策) 2

受 付 者,来 訪者名簿,バ ッヂ(ま たは同等 対策) 3

受 付 者,来 訪者名簿,バ ッヂand/orIDカ ー ド

(ま たは同等 対策)
4

受 付 者,来 訪者名簿,バ ッヂand/orIDカ ー ド,監 視装置

(ま たは同等対策)
5

全産業平均 レベル

2.32

◇ 地 震 対 策

本 項 目の 対 策 レベ ル に従 い,下 記 の よ うに 重 み づけ 配 点 を行 うと き,全 産

業 平均 レベ ル は,下 右 の よ うな もの で あ る。

第244表(オ ン ラ イ ン事 業 体)地 震 対 策 状 況

地 震 対 策 レベ ル

特になし 1

転倒防止装置(ま たは同等対策) 2

転倒防止装置,す べ り止め(ま たは同等対策) 3

転 倒 防止装置,す べ り止 め,フ リー アクセ ス フロア

(ま たは同等 対策)
4

転 倒 防止装置,す べ り止 め,フ リー アクセ ス フロア

予報機関 との連絡 ネ ットワーク(ま たは同等対策)
5

端 末 側

◇ 火 災 対 策

本項 目の 対 策 レベ ル に従 い,下 記 の よ うに重 み づ け 配点 を行 うと き,全 産

業 平 均 レベ ルは,下 右 の よ うな もの で あ る。

第245表(オ ンラ イ ン事業 体)火 災 対 策 状 況

火 災 対 策 レ ベ ル

特 にな し 1

消火器具(ま たは同等対策) 2

消 火 器具,消 火 装置,(ま た は同等対策) 3

消 火 器具,消 火装 置,避 難 システム*(ま た は同等対策) 4

猫 闘鑓 捲 竃絃難 詰*(… は同等対策) 5

全産業平均 レベル

センター側

3.08

端 末 側

2.27

*誘 導 灯,防 煙 具,避 難具,

持 出対策,そ の他 を含 む
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◇ 停 電 対 策

本 項 目の 対 策 レベ ルに従 い,下 記 の よ うに 重 み づ け配 点 を行 うと き,全 産

業 平均 レ ベル は,下 右 の よ うな もの で あ る。

第246表 停 電 対 策 状 況

停 電 対 策 レベ ル

特にな し 1

バ ッテ リ用意(ま たは同等 対策) 2

バ ッテ リ用意 ,自 家発電装置(ま たは同等 対策) 3

バッテリ用意 ,自 家発電装置,定 周波装置(ま たは同等 対策) 4

舗 テ蘂2露 語 繋 影ヒ定周波(・たは同等対策)
5

全産 業平均 レベル

センター側 端 末 側

1.831.18

◇ 漏 水 対 策

本 項 目の 対策 レベ ルに従 い,下 記 の よ うに 重 み づ け配 点 を行 うと き,全 産

業 平均 レベ ル は 下右 の よ うな もの で あ る。

表247表 漏 水 対 策 状 況

漏 水 対 策 レ ベ ル

特 にな し 1

防 水 カバー(ま たは同等対策) 2

防 水 カバ ー,マ シ ン上 ダク ト(ま たは同等 対策) 3

防水 カバー,マ シン上ダクト,感 知装置(ま たは同等対策) 4

塞 寒雀 〆 シン上ダクト・感知装置(… は同等対策)
5

全産業平均 レベル

センター側

1.78

端 末 側

1.10
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◇ シス テ ム安 全 対策 費 用

オ ン ラ イ ンユ ー ザに お け るシ ス テ ム安 全 対策 の 初 期投 資 費 用.は全 産 業 平 均

で1社 当 た り1億3,776万 円 とな っ てい る。 この うち 「建 物 ・設 備 等 対 策 費

用 」 が6,346万 円(46.1%),「 ハー ドウェア対 策 費 用 」が3,458万 円(25.1

%)で 初 期 投 資 費用 の70%を 占 め て い る。

年 間維 持 費 は,全 産 業 平均 で1社 当 た り3億3,267万 円 で あ り,こ の うち

「ハ ー ドウ ェ ア対 策 費 用 」 が1億6,773万 円(50.4%),「 人 的 対 策 費 用 」

が6,750万 円(20.3%)「 建 物 ・設 備 等 対策 費 用 」2,698万 円(8.1%)と な

って い る。

第248表 シ ス テ ム の安 全 対策 費 用(オ ン ライ ンユ ーザ)

(単 位:万 円)

安 全 対 策 項 目

初 期 投 資 費 用 年 間 維 持 費

回答件数 平 均 構成比 回答件数 平 均 構成比

1.建 物 ・設備等 に関す る対策

費用
98 6,346 46.1 76 2,698 8.1

2.コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ド ウ ェ ア

に 関 す る対 策 費 用
31 3,458 25.1 41 16,773 50.4

3.コ ン ピ ュー タ ・ソ フ ト ウ ェア

に 関 す る対 策 費 用
13 1,684 12.2 19 2,621 7.9

4.デ ー タに関す る対策費用 28 785 5.6 68 2,107 6.3

5.通 信 回線 に関す る対 策費用 12 716 5.2 11 2,318 6.9

6.シ ス テムの安全対策 に関す

る人的対策費用
8 787 5.7 14 6,750 20.3

計 13,776 100.0 33,267 100.0
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システム安全対策 の初期投 資費用(業 種別)第243表
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システ ム安 全対策 の年 間維持費(業 種別)第245表
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17.シ ステ ム 信 頼 性 対 策

本 項 目 につ き・下 左 の対 策 の どれ か1対 策 を もつ と き レベ ル1,2対 策 を もつ

とき レベ ル2,以 下5対 策 を もつ と き レベ ル5と い うよ うに 重 み づ け 配点 を行 う

と き ・全産 業 平 均 レベ ル は 下右 の よ うな もの で あ る。

第251表 信頼性対策状 況

信 頼 性 対 策

自己診断 システム保有

定期診断 システム制

バ ックア ップ体制

回線の二重化

CPUデ ュ ア ル シ ス テ ム専
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第252表 信頼性 対策(業 種別)

(各 業 種Cと に,上 段:社 数元 下段:%)

信頼性対策

業 種

回

答

実

数
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化
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テ
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1
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0.0

第 二 次 産 業 計
254
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4.3

11

4.3

第 三 次 産 業 計
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41
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.83
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.
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主

な

業

種

建 設 業
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食 品 製 造 業
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0
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小 売 業
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金 融 業
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100.0
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4

12.1

5

15.2

電 力 ・ ガ ス 事 業
7

100.0

6

85.7

4

57.1

7

1000

1

14.3

2

28.6

広 告 ・調 査 ・情 報

提 供 サ ー ビ ス 業

5

100.0

3

60.0

3

6α0

3

6α0

0
』0
.0

1

2α0

情報 処 理 サ ー ビ ス ・
ソ フ ト ウ ェ ア 業

32

10α0
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65.6

3

9.4

9
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18.シ ス テ ム 合 目 的 性 レ ベ ル

◇ 社の基本 ニーズへの対応

本項 目の対応度に関 し,下 左の よ うに重みづ け配点 を行 うとき,全 産 業平均

レベ ル は 下右 の よ うな もの で あ る。

第253表 社 の基 本 ニ ー ズへ の 対 応 状 況

必 お 対 現 応 将 て も完
ず お 応 状 し 来 いち全
し む し に て も る'な

社の基本 ニーズに も

十

ね
対

て 対

い し

い 含

る め
十将
二来

対応 してい るか 分 応 る て
、

分計
で し は 十 に画
な て 十 分 対を
い い 分 に 応常

る に 対 しに

レ ベ ル 1 2 3 4 5

◇ 個 別 部 門 ニ ー ズへ の対 応

本 項 目の対 応 度 に関 し,下 左 の よ うに 重 み づ け配 点 を行 うと き ,全 産 業 平 均

レベ ル は 下右 の よ うな もの で あ る 。

第254表 個 別 部 門 ニ ー ズへ の 対 応 状 況

個別 部門の ニーズに対応 しているか 1 2 3 4 5

◇ 新 規 ニ ーズ への 対応

本 項 目の 対 応 度 に 関 し,下 左 の よ うに重 み づ け配 点 を行 うと き,全 産 業 平 均

レベ ルは 下 右 の よ うな もの で あ る。

第255表 新 規 ニ ー ズへ の 対応 状 況

新 規ニースに対応 してい るか 1 2 3 4 5

◇ シス テ ム 更新 へ の 対 応

本 項 目の 対 応 度 に関 し,下 左 の よ うに重 み づ け配 点 を行 うと き,全 産 業 平 均

レベル は 下右 の よ うな もの で あ る 。

第256表 シ ス テム 更新 へ の 対応 状 況

全産業平均 レベルシステ ムの更新 は

合理 的に行 われているか
1 2 3 4 5
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第257表 の1 合 目 的 性 レベ ル 現 況(業 種 別)

(各 産業,ニ ーズ ごとに,上 段:社 数,下 段:%)

回 必 お 現対 将 し 完 もい
ず お 状応 来 て 全 ち る

合 目的性iレベル し む に し もい な十
答 も ね 対て 含 る 将二

十 対 しい め 来分
分 応 て る 十 計 に

実 で し は 分 画対
は て 十 に を応

業 種 な い 分 対 常 し
数 い る に 応 に て

社の基本 二 1 0 1 0 0 0
一 ズ 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

個別部門二 1 0 0 1 0 0
一 ズ 100.0 0.0 0.0 10α0 0.0 0.0一 次 産 業 計
新規 シス テ 1 0 1 0 0 0

ム ニ ー ズ 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

シ ステム更 1 0 1 0 0 0

新 100.0 0.0 10α0 0.0 00 00

社の基本 二 275 32 151 63 24 5

一 ズ 100.0 11.6 54.9 22.9 8.7 1.8

個別部門 二 274 44 146 65 17 2

一 ズ 100.0 16.1 53.3 23.7 6.2 0.7
二 次 産 業 計

新規 システ 274 84 133 36 19 2

ム ニ ー ズ 100.0 30.7 48.5 13.1 6.9 0.7

シス テム更 274 66 127 60 19 2

新 100.0 24.1 46.4 21.9 6.9 0.7

社の基本 二 329 30 161 96 31 11

_ズ 100.0 9.1 48.9 29.2 9.4 33

個別部門 二 326 58 168 74 22 4

一 ズ 100.0 17.8 51.5 22.7 6.7 1.2
三 次 産 業 計

新規 システ 327 106 133 55 28 5

ム ニ ー ズ 100.0 32.4 40.7 16.8 8.6 1.5

シ ス テム更 328 61 152 75 34 6

新 100.0 18.6 46.3 22.9 10.4 1.8

社の基本 二 24 2 12 8 1 1

一 ズ 100.0 8.3 50.0 33.3 4.2 4.2

個別部門 二 24 1 13 8 2 0

一 ズ 100.0 4.2 54.2 33.3 8.3 0.0
公 務 部

新規 システ 24 4 14 4 2 0

ム ニ ー ズ 100.0 16.7 58.3 16.7 8.3 0.0

シ ス テム更 24 3 9 9 3 0

新 100.0 12.5 37.5 37.5 12.5 0.0

社の基本 二 629 64 325 167 56 17
一 ズ 1000 10.2 51.7 26.6 8.9 27

個別部門 二 625 103 327 148 41 6
一 ズ 100.0 16.5 52.3 23.7 6.6 1.0

全 産 業 計
新規 シス テ 626 194 281 95 49 7

ム ニ ー ズ 100.0 31.0 44.9 15.2 7.8 1.1

シ ス テム更 627 130 289 144 56 8

新 100.0 20.7 46.1 23.0 8.9 1.3
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第257表 の2 合 目的性 レベ ル現 況(業 種 別)

(各 産業,ニ ーズごとに,上 段:社 数,下 段:%)

A,

合目的性 レベル

業 種

回

答

実

数

必
ず
し
も
十
分
で
は

言

ξ
む
ね
対
応

と

㌧

現対
状応
に し
対 て
しい
て る
は
十
分
に

将 し
来 て
もい
含 る
め
十
分
に
対
応

完 もい
全ちる
な十
将二
来分
計 に
画対
を応
宿 し
にて

主

な

業

種

建 設 業

社の基本 ニ
ーズ

19

100.0

2

10.5

7

36.8

7

36.8

3

15.8

0

0.0

個 別 部門 ニ
ーズ

19

100.0

2

10.5

11

57.9

4

21.1

2

10.5

0

0.0

新 規 システ

ムニーズ

19

100.0

4

21.1

7

36.8

6

31.6

2

10.5

0

0.0

シス テム更

新

19

100.0

3

15.8

8

42.1

7

36.8

1

5.3

0

0.0

食 品 製 造 業

社 の基本 ニ
ーズ

16

100.0

4

25.0

9

56.3

2

12.5

1

6.3

0

0.0

個 別 部門 ニ
ーズ

16

100.0

5

31.3

7

43.8

4

25.0

0

0.0

0

0.0

新 規 システ

ムニーズ

16

100.0

7

43.8

9

56.3

0

0.0

0

0.0

0

0.0
シ ス テム更

新

16

100.0

9

56.3

5

31.3

2

12.5

0

0.0

0

0.0

繊 維 工 業

社 の基本 ニ
ーズ

14

100.0

1

7.1

7

50.0

2

14.3

2

14.3

2

14.3

個 別部門 ニ
ー ズ

14

100.0

2

14.3

5

35.7

3

21.4

4

28.6

0

0.0

新 規 システ

ムニーズ

14

100.0

5

35.7

4

28.6

2

14.3

3

21.4

0

0.0

シス テム更

新

14

100.0

1

7.1

5

35.7

6

42.9

2

14.3

0

0.0

化 学 工 業

社 の基本 ニ
ーズ

38

100.0

4

10.5

25

65.8

8

21.1

1

2.6

0

0.0

個 別 部門 ニ
ーズ

37

100.0

7

18.9

20

54.1

9

24.3

1

2.7

0

0.0

新 規 システ

ムニーズ

37

100.0

15

40.5

17

45.9

3

8.1

2

5.4

0

0.0
シ ス テム更

新

37

100.0

10

27.0

18

48.6

7

18.9

2

5.4

0

0.0

鉄 鋼 業

社の基 本 ニ
ーズ

16

100.0

5

31.3

7

43.8

3

18.8

1

6.3

0

0.0

個 別部 門 ニ
ーズ

16

10.00

2

12.5

11

68.8

3

18.8

0

0.0

0

0.0

新 規 シ ス テ

ム ニ ー ズ

16

100.0

3

18.8

10

62.5

3

18.8

0

0.0

0

0.0
シ ステム更

新

16

100.0

4

25.0

8

50.0

3

18.8

1

6.3

0

0.0
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第258表 の3 合 目 的 性 レ ベ ル 現 況(業 種 別)

(各 産 業,ニ ーズ ごとに,上 段:社 数,下 段:%)

合 目的性 レベル

業 種

回

答

実

数

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い

お
お
む
ね
対
応
し

5
る

現対
状応
にし
対て
しい
てる
は
十
分
に

将 し
来て
もい
含る
め
十
分
に
対
応

完 もい
全ちる
な十
将二
来分
計に
画対
を応
籍 し
にて

主

な

業

種

電気機械 器具

製 造 業

社の基 本 ニ
ーズ

48

100.0

2

4.2

20

41.7

19

39.6

5

10.4

2

4.2

個 別部 門 ニ
ーズ

48

100.0

7

14.6

19

39.6

17

35.4

.4

83

1

2.1

新 規 システ

ムニーズ

48

100.0

11

22.9

20

41.7

11

22.9

5

10.4

1

2.1

シ ステム更

新

48

100.0

8

16.7

19

39.6

14

29.2

6

12.5

1

2.1

輸送用機械器具

製 造 業

社 の基本 ニ
ーズ

24

100.0

5

20.8

12

50.0

2

83

4

16.7

1

4.2

個 別 部門 ニ
ーズ

24

100.0

1

4.2

16

66.7

5

20.8

1

42

1

4.2

新 規 システ

ムニーズ

24

100.0

3

12.5

16

66.7

2

8.3

2

8.3

1

42

シス テム更

新

24

100.0

6

25.0

12

50.0

4

16.7

1

4.2

1

4.2

卸 業 ・ 商 社

社の基本 ニ
ーズ

52

100.0

7

13.5

30

57.7

12

23.1

3

5.8

0

0.0

個 別 部門 ニ
ーズ

52

100.0

15

28.8

27

51.9

7

13.5

3

5.8

0

0.0

新 規 システ

ムニーズ

52

10α0

24

46.2

20

38.5

5

96

3

5.8

0

0.0

シ ス テム更

新

52

100.0

17

32.7

22

42.3

11

21.2

2

3.8

0

0.0

小 売 業

社 の基 本 ニ
ーズ

32

100.0

3

9.4

17

53.1

10

31.3

2

6.3

0

0.0

個 別部 門 ニ
ーズ

32

100.0

6

1&8

17

53.1

8

25.0

1

3.1

0

0.0

新 規 システ

ムニーズ

32

100.0

10

31.3

14

43.8

7

21.9

1

3.1

0

0.0

シ ス テム更

新

32

100.0

8

25.0

13

40.6

7

21.9

4

12.5

0

0.0

金 融 業

社 の基 本 ニ
ーズ

93

100.0

2

2.2

42

45.2

30

32.3

15

16.1

4

4.3

個 別 部門 ニ
ーズ

92

100.0

8

8.7

47

51.1

27

29.3

7

7.6

3

3.3

新 規 システ

ムニーズ

92

100.0

20

21.7

41

44.6

17

18.5

11

12.0

3

3.3
シス テム更

新

92

100.0

5

5.4

47

51.1

22

23.9

14

15.2

4

4.3
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第257表 の4 合 目 的 性 レ ベ ル 現 況(業 種 別)

(各 産 業,ニ ーズごとに,上 段:社 数,下 段:%)

回 必 お 現対 将 し 完 もい
合 目的性 レベル ず お 状応 来 て 全 ちる

し む に し もい な十
答 も ね 対て 含 る 将二

十 対 しい め 来分
分 応 て る 十 計 に

実 で し は 分 画対
は て 十 に を応

業 種 な い 分 対 常 し
数 い る に 応 に て

社の基本二 36 6 19 10 1 0
一 ズ 100.0 16.7 52.8 27.8 2.8 0.0

個別部門二 36 8 18 10 0 0

運 輸 ・ 通 信 一 ズ 100.0 222 50.0 27.8 0.0 0.0

倉 庫 業 新規 システ 36 11 13 10 2 0

ム 二 一 ズ 100.0 30.6 36.1 27.8 5.6 0.0

シス テム更 36 9 14 9 4 0

主 新 100.0 25.0 38.9 25.0 11.1 0.0

社の基本二 7 0 3 1 2 1

一 ズ 100.0 0.0 42.9 14.3 28.6 14.3

個別部門二 7 0 3 2 2 0
一 ズ 100.0 0.0 42.9 28.6 28.6 0.0

電 力 ・ガス事業
新規 システ 7 2 2 1 2 0

な ム ニ ー ズ 100.0 28.6 28.6 14.3 28.6 0.0

シス テム更 7 0 6 0 1 0

新 100.0 0.0 85.7 0.0 14.3 0.0

社の基本二 5 0 4 1 0 0
一 ズ 100.0 0.0 80.0 20.0 0.0 0.0

業 個別部門二 5 1 3 1 0 0

広告 ・調査 ・情報 一 ズ 100.0 20.0 60.0 20.0 0.0 0.0

提 供 サー ビス業 新規 システ 5 1 4 0 0 0

ム ニ ー ズ 100.0 2α0 80.0 0.0 0.0 0.0

シス テム更 5 0 4 0 1 0

新 100.0 ・0
.0 80.0 0.0 20.0 0.0

種
社の基本二 31 3 14 8 4 2
一 ズ 100.0 9.7 45.2 25.8 12.9 6.5

情 報 処 理
個別部門 ニ
ーズ

32

100.0

5

15.6

15

46.9

7

21.9

5

15.6

0

0.0
サ ー ビ ス 業 ・

新規 システ 32 9 7 9 6 1
ソ フ ト ウ ェ ア

ム ニ ー ズ 100.0 2&1 21.9 28.1 18.8 3.1

シス テム更 32 6 12 8 5 1

新 100.0 18.8 37.5 25.0 15.6 3.1
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付表1表(全 事業体)業 種別回収率

業 種 発送数
バ ッチ ・

ユ ーザ

回 収 数

オフライン
ユーザ

回 収 数

オンライン
ユーザ

回収数
総回収数

総回数率
(%)

1 農 ・林 ・漁 ・狩猟 ・水産養殖業 11 1 0 1 2 18.2

2 鉱 業 7 1 0 1 2 28.6

3 第一次産業計 18 2 0 2 4 22.2

4 建 設 業 126 16 1 21 38 302

5 食品製造業 128 4 1 16 21 16.4

6 繊 維 工 業 87 6 2 15 23 26.4

7 紙 ・パ ルプ ・紙加工 品製造業 37 1 0 6 7 18.9

8 新聞業 ・出版業 34 4 0 7 11 32.4

9 印刷業 ・同関連業 23 1 0 1 2 8.7

10 化 学 工 業 196 8 5 40 53 27.0

11 石油製品製造業 23 1 0 5 6 26.1

12 窯業 ・土木製品製造業 58 5 0 5 10 172

13 鉄 鋼 業 65 8 0 17 25 38.5

14 非鉄金属製造業 ・金属製品製造業 127 12 1 18 31 24.4

15 一般機械器具製造業 110 14 1 18 23 20.9

16 電気機械器具製造業 200 14 3 51 68 34.0

17 輸送用機械器具製造業 120 8 0 24 32 26.7

18 精密機械器具製造業 73 6 0 16 22 30.1

19 その他製造業 129 7 1 29 37 28.7

20 第二次産業計 1,536 115 15 289 419 27.3

21 卸 業 ・ 商 社 325 17 0 54 71 21.8

22 小 売 業 198 10 2 34 46 23.2

23 金 融 業 326 14 0 99 113 34.7

24 証券業 ・商品取引業 22 2 0 4 6 27.3

25 生 命保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 15 0 0 5 5 33.3

26 損 害保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 13 0 1 1 2 15.4

27 不 動 産 業 27 2 0 1 3 11.1

28 運 輸 ・通信 ・倉庫業 153 12 2 37 51 33.3

29 電 力 ・ガス事業 22 1 0 7 8 36.7

30 放 送 業 31 5 1 7 13 41.9

31 広 告 ・調査 ・情報 提供 サー ビス業 24 3 0 5 8 33.3

32 情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 ・ソ フ ト ウ ェ ア業 189 13 2 34 49 25.9

33 医 療 業 46 6 0 6 12 26.1

34 宗 教 法 人 0 0 0 0 0 0

35 高 校 26 9 0 0 9 34.6

36 大 学 80 12 0 16 28 35.0

37 その他の教育機関 32 12 0 2 14 43.8

38 学術研究機関 14 2 0 2 4 2&6

39 法 人 団体 ・農協 115 14 0 26 40 34.8

40 その 他のサ ー ビス業 52 7 0 7 14 26.9

41 第三次産業計 1,710 141 8 347 496 29.0

42 政 府 30 5 0 3 8 26.7

43 地方公共団体 147 19 0 24 43 29.3

44 公 務 計 177 24 0 27 51 28.8

45 全 産 業 計 3441 282 23 一665 970 28.2
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付 表2表(オ ンライン事業体)業 種別 ・資本金 別 ・回収分布(オ ンライン化 調査サンカ レ)

(各 業 種 ごとに,上 段:社 数,下 段:%)

資 五 五 ～ 一 一 五 一 合
資 本 金

本 千 千 一 ～ ○ ○ ○
～

万 万 億 一 ～
一

○

金
円 円 円 ○

五
○
億

業 種
な 未 以 未 億

○

億
○

億

円

以

し 満 上 浦 円 円 円 上 計

第 一 次 産 業 計
0

0.0

0

0.0

0

0.0

1

50.0

1

50.0

0

0.0

0

0.0

2

100.0

第 二 次 産 業 計
7

2.4

14

4.8

9

3.1

89

30.8

79

27.3

40

13.8

51

17.6

289

100.0

第 三 次 産 業 計
48

13.8

32

92

16

4.6

118

34.0

70

20.2

14

4.0

49

14.1

347

100.0

公 務 計
27

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

27

100.0

全 産 業 計
82

12.3

46

6.9

25

3.8

208

31.3

150

22.6

54

8.1

100

15.0

665

100.0

建 設 業
1

4.8

1

4.8

1

4.8

4

19.0

7

33.3

3

14.3
4
19.0

21

100.0

食 品 製 造 業 0

0.0

4

25.0

0

0.0

5

31.3

4

25.0

3

18.8

0

0.0

16

100.0

繊 維 工 業
0

0.0

1

6.7

2

13.3

2

133

5

33.3

0

0.0

5

33.3

15

100.0

化 学 工 業
0

0.0

0

0.0

1

2.5

13

32.5

12

30.0

6

15.0

8

2α0

40

100.0
主

鉄 鋼 業
0

0.0

1

5.9

0

0.0

4

23.5

7

412

2

11.8

3

17.6

17

100.0

電気機械器具製造業
1

2.0

3

5.9

0

0.0

15

29.4

10

19.6

10

19.6

12

23.5

51

100.0
な
輸 送 用 機 械 器 具 0 0 0 9 8 4 3 24

製 造 業 0.0 0.0 0.0 37.5 33.3 16.7 12.5 100.0

業

卸 売 ・ 商 社
1

1.9

9

16.7

4

7.4

29

53.7

6

11.1

0

0.0

5

9.3

54

100.0

小 売 業
0

0.0

1

2.9

4

11.8

17

50.0

9

26.5

2

5.9

1

2.9

34

100.0

金 融 業
15

15.2

2

2.0

1

1.0

29

29.3

28

28.3

9

9.1

15

15.2

99

100.0
種

運輸 ・通信 ・倉庫業
0

0.0

1

2.7

1

2.7

14

37.8

7

18.9

1

2.7

13

35.1

37

100.0

電 力 ・ ガ ス 事 業
0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

2

28.6

0

0.0

,5

71.4

7

100.0

広 告 ・調 査 ・情 報 0 0 0 4 1 0 0 5

提 供 サ ー ビ ス 業 0.0 0.0 α0 80.0 20.0 0.0 0.0 100.0

情 報 処理 サー ビス ・ 0 15 3 12 4 0 0 34
ソ フ ト ウ ェ ア 業 0.0 44.1 8.8 35.3 11.8 0.0 0.0 100.0
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付表3表 (オ ンライン事 業 体)業 種 別 ・年 商 別 ・回収 分 布(オ ンライン化 調 査 サンフうレ)

(各 業種ごとに,上 段:社 数,下 段:%)

年 商

業 種

年

商

な

し

五

千

万

円

未

満

五
千
万
円
以
上

三
億
円
未
満

一

～

五

億

円

五

～

一

〇

億

円

『

O

r

-

○

○

億

円

一

〇

〇

～

五

〇

〇

億

円

五
〇

〇

二
、

○

○
○

億

円

二

〇

〇

〇

億

円

以

上

合

計

第 一 次 産 業 計
0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

00

2

100.0

0

0.0

0

α0

2

100.0

第 二 次 産 業 計
14

4.8

0

α0

0

0.0
.0
00

1

α3

41

14.2

110

38.1

48

16.6.

75

26.0

289

100.0

第 三 次 産 業 計
43

12.4

0

0.0

1

0.3

3

α9

7

2.0

52

15.0

82

23.6

37

10.7

122

35.2

347

100.0

公 務 計
27

100.0

0

0.0

0

α0

0

0.0

0

α0

1

0

0.0

0

0.0

0

α0

0

0.0

27

100.0

全 産 業 計
84

12.6

0

α0

1

0.2

3

0.5

8

1.2

93

14.0

194

29.2

85

12.8

197

29.6

665

100.0

主

な

業

種

建 設 業
1

4.8

0

00

0

0.0

0

0.0

0

0.0

2

9.5

4

19.0

5

23.8

9

42.9

21

100.0

食 品 製 造 業
1

6.3

0

0.0

0

0.0

0

α0

0

00

2

12.5

5

31.3

6

37.5

2

12.5

16

100.0

繊 維 工 業
0

0.0

0

0.0

0

α0

0

0.0

0

α0

4

26.7

5

33.3

1

6.7

5

33.3

15

100.0

化 学 工 業
1

2.5

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

7

17.5

12

30.0

10

25.0

10

25.0

40

100.0

鉄 鋼 業
0

0.0

0

00

0

0.0

0

0.0

0

0.0

2

11.8

7

41.2

4

23.5

4

235

17

100.0

電気機械器具製造業
2

39

0

0.0

0

0.0

0

0.ρ

0

α0

4

7.8

24

47.1

9

17.6

12

23.5

51

100.0

輸 送 用 機 械 器 具
製 造 業

1

4.2

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

00

2

8.3

11

45.8

3

12.5

7

29.2

24

100.0

卸 業 ・ 商 社
1

1.9

0

α0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

7

13.0

24

44.4

8

14.8

14

25.9

54

100.0

小 売 業
1

2.9

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

α0

1

2.9

20

58.8

6

17.6

6

17.6

34

100.0

金 融 業
11

11.1

0

α0

0

0.0

0

0.0

1

1.0

3

3.0

5

5.1

14

14.1

65

65.7

99

10α0

運 輸 ・通信 ・倉庫 業
1

2.7

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

8

21.6

14

37.8

5

13.5

9

24.3

37

100.0

電 力 ・ ガ ス 事 業
1

14.3

0

α0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

2

28.6

1

14.3

3

42.9

7

100.0

広 告 ・調 査 ・情 報

提 供 サ ー ビ ス 業

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

α0

1

20.0

1

20.0

0

0.0

3

60.0

5

100.0

情 報 処 理 サ ー ビ ス ・

ソ フ ト ウ ェ ア 業

0

0.0

0

0.0

1

2.9

3

8.8

6

17.6

19

55.9

5

14.7

0

0.0

0

0.0

34

100.0
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付 表4表(オ ンライン事 業 体)業 種 別 ・年 商別 ・回収 分 布(オ ンライン化調 査 サンプ)レ)

(各 業種ごとに,上 段:社 数,下 段:%)

従 業員数

業 種

無

記

名

五

〇

人

未

満

五

〇

～

九

九

人

一

〇

〇

～

二

九

九

人

三

〇

〇

～

三

九

九

人

四

〇

〇

'

四

九

九

人

五

〇

〇

r

九

九

九

人

二

〇
〇
〇

二
、

九
九
九
人

三…

○
○

○
'

巴

九
九
九
人

再

○

○

○
'

九
九
九
九
人

一

『

○

○

○

人

以

上

合

計

第 一 次 産 業 計
0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

1

50.0

1

50.0

.0

0.0

0

α0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

2

10α0

第 二 次 産 業 計
0

α0

2

0.7

2

07

31

1α7

17

5.9

12

4.2

70

24.2

86

29.8

29

10.0

16

5.5

24

8.3

289

100.0

第 三 次 産 業 計
2

0.6

16

4.6

17

4.9

72

20.7

24

6.9

20

5.8

81

23.3

66

19.0

14

40

19

5.5

16

4.6

347

100.0

公 務 計
0

0.0

5

18.5

0

0.0

0

0.0

0

0.0

1

3.7

0

0.0

7

25.9

4

14.8

5

18.5

5

18.5

27

100.0

全 産 業 計
2

0.3

23

3.5

19

2.9

103

15.5

42

6.3

34

5.1

151

22.7

159

23.9

47

7.1

40

6.0

45

6.8

665

10α0

建 設 業
0

0.0

1

4.8

0
0.0

2

9.5

0

0.0

O

O.0

3

14.3

9

42.9

2

9.5

2

9.5

2

9.5

21

100.0

食 品 製 造 業
0

0.0

0

0.0

0

α0

4

25.0

0

α0

0

0.0

5

31.3

7

43.8

0

0.0

0

α0

0

0.0

16

100.0

繊 維 工 業
0

0.0

0

σ0

1

6.7

3

20.0

1

6.7

0

0.0

3

20.0

2

133

2

13.3

1

6.7

2

133

15

100.0

化 学 工 業
0

0.0

0

0.0

0

0.0

5

12.5

3

7.5

3

7.5

10

25.0

11

27.5

5

12.5

2

5.0

1

2.5

40

100.0

鉄 鋼 業
0

00

0

0.0

0

0.0

2

11.8

2

11.8

1

5.9

3

17.6

4

23.5

2

11.8

0

0.0

3

17.6

17

100.0

電気機械器具製造業
0

α0

0

0.0

0

0.0

3

5.9

0

0.0

4

7.8

12
23.5

17

333

4

7.8

2

3.9

9

17.6

51

100.0

輸 送 用 機 械 器 具
製 造 業

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

1

4.2

0

0.0

6

、25.0

10

4L7

2

8.3

1

4.2

4

16.7

24

100.0

卸 業 ・ 商 社
0

0.0

1

1.9

3

5.6

20

37.0

3

5.6
3
5.6

16

29.6

6

11.1

0

0.0

2

3.7

0

0.0

54

100.0

小 売 業
0

0.0

0

0.0

1

2.9

2

5.9

4

11.8

1

2.9

11

32.4

10

29.4

1

2.9

2

5.9

2

5.9

34

100.0

金 融 業
2

2.0

2

2.0

4

4.0

17

17.2

7

7.1

9

9.1

20

20.2

26

26.3

4

4.0

4

4.0

4

4.0

99

100.0

運 輸 ・通 信 ・倉 庫 業
0

0.0

0

α0

0

00

2

5.4

4

10.8

3

8.1

5

13.5

11

29.7

5

13.5

3

8.1

4

10.8

37

100.0

電 力 ・ ガ ス 事 業
0

0.0

0

0.0

1

14.3

0

0.0

0

0.0

0

0.0

2

28.6

1

14.3

0

0.0

1

14.3

2

28.6

7

100.0

広 告 ・調 査 ・情 報

提 供 サ ー ビ ス 業

0

0.0

0

0.0

0

0.0

1

20.0

0

0.0

O

O.0

0

0.0

2

40.0

1

20.0

1

20.0

0

0.0

5

100.0

情 報 処 理 サ ー ビ ス ・

ソ フ ト ウ ェ ア 業

0

0.0

6

17.6

6

17.6

12

35.3

2

5.9

1

2.9

4

1工8

3

8.8

0

0.0

0

0.0

0

0.0

34

100.0
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付 表5表(オ ンライン事業体)業 種別 ・回答社資本金平均(オ ンライン化調査 サンプル)

業 種

回

収

数

資 無

本

金 記

な

し 入

回

答

数

回

答

社

資

本(

金 百万

平 円

均)

第 一 次 産 業 計 2 0 2 772.5

第 二 次 産 業 計 289 7 282 10,196.1

第 三 次 産 業 計 347 48 299 10,688.1

公 務 計 27 27 0 0.0

全 産 業 計 665 82 583 10,416.1

主

な

業

種

建 設 業 21 1 20 8,871.8

食 品 製 造 業 16 0 16 2,407.4

繊 維 工 業 15 0 15 9,491.1

化 学 工 業 40 0 40 7,060.2

鉄 鋼 業 17 0 17 36,758.9

電気機械器具製造業 51 1 50 15,310.0

輸 送 用 機 械 器 具
製 造 業

24 0 24 13,195.0

卸 業 ・ 商 社 54 1 53 2,882.4

小 売 業 34 0 34 1,871.0

金 融 業 99 15 84 10,478.4

運 輸 ・通 信 ・倉 庫業 37 0 37 22,635.9

電 力 ・ ガ ス 事 業 7 0 7 119,046.1

広 告 ・調 査 ・情 報

提 供 サ ー ビ ス 業
5 0 5 666.4

情 報 処 理 サ ー ビ ス ・

ソ フ ト ウ ェ ア 業
34 0 34 386.3
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付 表6表(オ ンライン事業体)業 種別 ・回答社年 商平均(オ ンライン化調査 サンプル)

業 種

回

収

数

年 無

商

記

な

し 入

回

答

数

回

答

社

年(

商 百
万

平 円

均)

第 一 次 産 業 計 2 0 2 26,500.0

第 二 次 産 業 計 289 14 275 191,546.9

第 三 次 産 業 計 220 15 205 232,395.8

公 ・ 務 計 0 0 0 0.0

全 産 業 計 511 29 482 208,235.6

主

な

業

種

建 設 業 21 1 20 195,609.2

食 品 製 造 業 16 1 15 64,157.5

繊 維 工 業 15 0 15 103β21.5

化 学 工 業 40 1 39 99,611.7

鉄 鋼 業 17 0 17 340,034.8

電気機械器具製造業 51 2 49 299,781.0

輸 送 用 機 械 器 具
製 造 業

24 1 23 420,505.5

卸 業 ・ 商 社 54 1 53 422β43.3

小 売 業 34 1 33 80,213.5

金 融 業 99 11 88 1,713,663.7

運 輸 ・通信 ・倉 庫業 37 1 36 84β24.3

電 力 ・ ガ ス 事 業 7 1 6 657,676.5

広 告 ・調 査 ・情 報

提 供 サ ー ビ ス 業
5 0 5 255,676.8

情 報 処 理 サ ー ビ ス ・

ソ フ ト ウ ェ ア 業
34 0 34 5,108.6
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付 表7表(オ ンライン事業体)業 種別 ・回答社従 業員数 平均(オ ンライン化調 査サンカ レ)

業 種

回

収

数

無

記

人

数

回

答

数

回

答

社

従

業

員

数

平

均

第 一 次 産 業 計 2 0 2 375.0

第 二 次 産 業 計 289 0 289 3,787.9

第 三 次 産 業 計 347 2 345 2,725.8

公 務 計 27 0 27 5,700.3

全 産 業 計 665 2 663 3,302.8

主

な

業

種

建 設 業 21 0 21 3,127.1

食 品 製 造 業 16 0 16 971.3

繊 維 工 業 15 0 15 2,943.4

化 学 工 業 40 0 40 1,919.2

鉄 鋼 業 17 0 17 8,298.9

電気機械器具製造業 51 0 51 7,672.9

輸 送 用 機 械 器 具
製 造 業

24 0 24 6,666.9

卸 業 ・ 商 社 54 0 54 740.4

小 売 業 34 0 34 1,884.7

金 融 業 99 2 97 1,847.0

運 輸 ・通信 ・倉庫業 37 0 37 10,124.1

電 力 ・ ガ ス 事 業 7 0 7 6,759.6

広 告 ・調 査 ・情報

提 供 サ ー ビ ス 業
5 0 5 2,250.0

情 報 処 理 サ ー ビ ス ・

ソ フ ト ウ ェ ア 業
34 0 34 298.4
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記 入 要 領

1.こ の 調査は、昭和61年9月30日 現 在でご回答下 さい。

2.な お、別にオンラインにつき、付加 してご回答をお願い してお りますが、ご協力下さいます ようお願

い申し上げます。

3.ご 回答は、該当箇所 の番号に○印をおつけ頂くか 、特定番号 または実数 をご記入頂 くかの方法に ょり

お答え下 さい。

4.業 種 については、下表の該当番号 をQ1に ご記入下 さい。

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 23.金 融業

2.鉱 業 24.証 券業 ・商 品取 引業

4.建 設 業 25.生 命保 険 業(含 代理 業 ・サー ビス業)

5.食 品製造 業 26.損 害保 険 業(含 代 理業 ・サー ビス業)

6.繊 維 工業 27.不 動産 業

7.紙 ・パ ルプ ・紙加 工品 製造業 28.運 輸 ・通 信業

8.新 聞業 ・出版 業 29.電 力 ・ガ ス事 業

9.印 刷 業 ・同関 連産 業 30.放 送業

10.化 学工 業 31.広 告 ・調 査 ・情 報提供 サー ビス業

11.石 油製 品製 造業 32.情 報処理 サ ー ビス業 ・ソフ トウ ェア業(注1)

12.窯 業 ・土木 製品 製造業 33.医 療業(注2)

13.鉄 鋼 業 34.宗 教法 人

14.非 鉄金 属製 造業 ・金属 製品 製造業 35.高 校

15.一 般機 械器具 製 造業 36.大 学

16.電 気機 械器具 製 造業 37.そ の他 の教 育機関

17.輸 送 用機械 器具 製造 業 38.学 術研 究機 関

18.精 密 機械器 具 製造業 39.法 人 団体 ・農協

19.そ の 他の 製造 業 40.そ の他 のサ ー ビス業

21.卸 業 ・商 社 42.政 府

22.小 売 業 43.地 方公 共 団体

(注1)「 情報処理 サー ビス業 ・ソフ トウェア業」 では 、コンピュー タを利用 して 、情報の処理 、加工 等のサー ビスを行 なう

ものお よび コンピュータの ソフ トウェア開発 を行 なうものをいい ます が、本調査では これ らの業務量が年間事業収 入

の50%以 上ある もののみに限定 します。

(注2)「 医療業 」:病 院 などで、その管轄が政府 、地方 公共体、大学 、組合な どであって も、その管轄主体の分類に 入れず 、

この 医療 業に 入れ て下さい。

5.コ ン ピュー タの型別分類は下表 をご参照下 さい。

番号 型 別 分 類 買 い 取 り 額 月 額 レ ン タ ル

1

汎

用

機

超 大 型 15億 円以上 3,333万 円 以 上

2 大 型 2億5千 万円 以上15億 円未満 555万 円 以上3,333万 円未満

3 中 型 4千 万円以上2億5千 万 円未満 88万 円以上555万 円未満

4 小 型 1千 万円以上4千 万円未満 22万 円以上88万 円未満

5 超 小 型
(汎 用 オフ ィス コン ピュー タ)

5百 万円以上1千 万円未満 11万 円以上22万 円未 満

6
会 計処理 用 オ フィス コン ピュー タ
(ピ リング ・マ シ ン、電 子会 計機)

7 ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ
ミニ ・コンピュータとは、「ミニ ・コンピュータ」の名称のもとに製造 ・納入され、ユーザ「「・サイドでおおむね単
能的(専 用 的[に 使用されているもので、オフィスコンピュータ以外のコンピュータを指すものとします。

8 そ の 他 上記分類に入らないもの1

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タは 除 外 し て 下 さ い 。
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ピ

ン

ンコ

オ

1987年版情報化白書 資料

財団法人 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会

ユ ー タ 利 用 状 況 調 査

ラ イ ン 化

(昭和61年9月30日 現在)

Q1.貴 社 の形 態 ・規模 な どに っ き.下 欄 に ご記入下 さい。

迦
システムモー ド(ご記入不要です)オ ンライン1・ オフライン2・ パ ッチ3

都道府県コー ド(ご記入不要です)

16業種(別 紙記入要領の該当番号をご記入下 さ
い)

資 本金 ・
18千

但 覆 `
但
雰 膓

2`+i兆最近
1年 の年商(銀行は預金残高.f呆険は契約高.証 券は収入高)兆 …

…

1 冨 ` 億 書 募

32
従業 員数 鍋 吉

万 f. 百 fL
.

円

円

人

※従業員数:学 校の場合は常勤教口数.病 院の場合は病床数,.官庁の場合は関係庁部所の定日数をご記入下さい。

ー

憲

O
－

下の分類番号の何れかに○印をおつけ下さい。

3.当 社(所)は,外 部通信 回線を利用しない,パ ッチ ・システムのみ

(構内回線利用の オンライン ・システムー イ ンライン ・システム,LAN専 一 あるとき も,

外部通信回線の利用 なければ,こ の分類へ)

貴 社 名(ま たは団体名)

所 在 地 〒TEL ・()一 万線

ご回答者役職名 ご 芳 名

◇本調査におきましては,従 来から完全に機密を厳守し,個 別データは絶対に公表いたし

ません。

◇例年どおり,ご 回答賜わりました事業体には,全 体の集計分析結果を,翌 年4月 頃にお

送 り申し上げます。

Q2.a社 で ・ ンピ ュー タ ・システム を導 入 され たあは昭 和解 か らですか .ご 記 入下 さ い。

最初にコンピュータ ・システムを導入された年 昭和U

もし.外 部通信回線使用のオフライン・システムを導入された時は,そ の年 蚕 昭和40

もし,外 部通信回線使用のオンライン・システム(含リモート・バッチ,リアUTSS)を 導入されたときはその年.昭 和42

※現 在中ll:さ れていると きはご記 入不要 です 。

5年 後 の

予 想 規 模

1.減 少 2.変 ら な い 3.二 倍 4.三 倍

5.四 倍 6.五 倍 7、 五 倍 以 上 8.わ か らない

43

年から

年から

年から

Q3.貴 社 の コン ピュ ータ ・シス テム は、5年 後 に は ,金 額 に換 算 して,現 在 の規摸 の お よそ何 倍 ぐらい にな

ると予想 され ます か。 下 の該 当番 号 を右の 回答欄 に ご記 入下 さい。

(択 一回答}

・・… 一 口

Q4.貴 社 は.今 後 コン ピュ ータ ・シ ステム をグ レー ド・ア ッ プされ る予定 が あ りますか。 下の該 当番 号 を右 の回 答

欄 に ご記入 下 さい。 ・

※グレー ド・ア ップ:上 級機種 への変換 または上級機種 の新 設 をいい
,単 な るシステムの増設 は含 まないもの としま℃

今後 の グレ ー ド ・ア ップ予定
〔択一回答)

1.昭 和62年 に2.昭 和63年 に3.昭 和64年 に4.昭 和65年 に5 .昭 和66年 に6.そ れ 以 降7 .未 定 … ・・→

お

口

一1一
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Q5・ 魁 のコンビ・一夕鮪 ・・ト数をご言己ATさ ・・(・ イク・プ・セ。サ洞 組込み機器は除きます)型 別は
別紙記入要領 をご参照下さい。1 】2

(セ ッ ト数}

超 大 型

.撒・

大 型

.}

中 型

卜

小 型

・}・

超 小

(汎用 オ フ イス

コン ピュー タ

ト

型 会計処理用
オフィスコ
ンピュータ
(どリング・マ
シン.電子会計
機}・ハ・

ミ ニ

コン ピュ ー タ

.汗

そ の 他

}

唖

::
60

1歪276

国 産13
バッチ専用

外 国 鈴

オンライン

専 用

国産45

外 国5】

パッチ ,オ
ンライン兼
用

国産13
28rl・1・1

44
外国"

ノ."∫
Q6'駕 議 認 肝 ㌶r時 間'(7agの3… 肝 均で"Mti

v$・ ・きは1… 当

'《驚 ヨンラン『戸'処 亨 演算ξ間
・ア㍗ ㌣ イ卵 ・ξ・む・CPU綱 示酬 い・・

(cp塒 噸)'1/ll…

超 大 聖

哲 十

大 型

五 十

中 型

'1'↑ ・

小 型

'$}.

超 小 型

(汎 用 オ フ ィ ス

コン ピ ュ ー タ)

'1}

会 計旭nオ7

イス]ン ピュー タ〔
ビ リン ク㌔ マ シ

ン.電 子会 計 掬

百}・

ミ ニ

コ ン ピ ュー タ

百 ±・

そ の 地

白「1・

681【2

パ ッ チ45

専 用 援

オ ン ラ イ ン13

専 用 機 、6/1・1・1
パッ市庁ンラ37
イン燈用口 60

(Q?欠)

Q8・ 貴社の効 システムの現状と5年 後のご予定はいかがでし・うか.該 当欄の番号を○印でか.ん てTさ い。

(多重回答)
現 在'¶Lパ ンチ方式 2.キ ーイン方式13.㏄R.OMR方 式4 . MICR方 式 5.音 声 方 式 6.そ の他()1

5 牛 後7¶Lパ ンチ方式 2.キ ー イン方式13.㏄ROMR方 式 4.MICR方 式 5.音 声 方 式 6.そ の他ol

Q9.コ ンピュータ部門 の必要 経 費は 月額 い くらですか。(7,8,9月 の3ヶ 月 平均 を目安 に し,賞 与 は除い て下 さい)

項 目 十 一 千 百 十 万 千
億 億 万 万 万 円

1匠2

』
●

75112

/

人件費13

機械設但関係

機械レンタル料
(含リース)

CPU(演 算装置,主 記憶装苗,制 御装置)20

周辺装置{除 目己憧装置)質

周辺記憶装置 調

オンライン端末装置41

(機械レンタル料小計』)"

(買取のとき}
機 械 償 却 費
〔買価X1/45)

CPU(演 算装置,主 記憶装置,制 御装置)55

周辺装置 〔除記憶装置)62

周辺記憶装置69

オンライン端末装置13 1・国

〔機械償却費小計)鈍

1

◆

誓II2/

保領 保険∋"

(機械設備関係合計}34 1

消 暁星 など

カード・紙テ・一プ費41

磁気テープ(デ ィスク}費 舗

プリント用紙費55

電力・空調費62

(消耗品など合計)69

外 注 費

委託計算費13 ll・171

さん孔費・検孔費20

■

75112

/

プログラム作成委託費 η

プログラム購入費 .34

その他 〔ファシリティ・サービス等)`1

(外注費合計)48

そ の 他

通信回線使用料55

データ輸送費62

その他連絡費など69

(その他合計}13 ll・18

総 計20
●

◎

33他から割りかけられた費用27

一2一 一3一



QIO.貴 社 のコンビ=一 夕部門 の勤 務制度 は,次 の何 れにあた りますか。該 当番 号に○印 をおつけ下 さい。

(多重 回答) －
Q15、 コンピュータ要 員 に関 して困ってい る事項 があれば,下 の各

種の おのおのにつ き該 当番号 に○ 印 をお つけ下 さい。

(多重回答) 口勤 務 制 度|31. 直 制2二 直 制3.三 直 制4.時 差出勤制

Qll.コ ンピュータ部 門の要 員数お よび月間1人 当 りの平均 残業 時間 数 を ご記入下 さい。(端数 四捨五 入)

逢パンチャー,オ ペレータ,プ ログラマ,SEの 区分 をされていない ときは,プ ログラマの欄にご記入下 さい。

以下 同。

社

内

要

員

職 種 庶務その他 パンチャー オペ レー タ プログラマ SE 管 理 者

49

73

112

/lll・1

性 別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

i`

人 数

百i十i 百i>.i 百i.卜i 百i.}・i 百i+i F∫i.}.1 百i.}.i r「i+i 百i.」・i 百 十i 百i.卜… 百i十i

1人 当り月平均 論
残 業 時 間

.f' .ナ.i .ト.i 十i '1『i 』卜'i 十i 十 ぐ『i }.i f.i

社外より

派遣

13

人 数

百i・ ・i 百 …十 … 百i.卜i ξ∫i.←i 百i十i {ri}・i 百i.}・i 百i…i `∫i・1.i 百i.}.1 百i.卜… 百i.f.i 481

パンチャー

45

オペ レータ

"

プoグ ラ●

`7

SE

41 Q17.昭 和61年 度のコンピュータ関連教育訓練費用

(年 間概算額)を ご記入下さい。教育に手間がかかる 1
I
l 1 1

教育時間がとれない 2 2 2 2 13
コンピュー タ部門要 員用

億
‡ 覧 ;

万
孟

他部門からの(他部門への)配置転換が難しい 3 3 3 3

絶対数が足 りない 4 4 4 4 一 般 社 員 用 田

スペシャリストとしての地位が確立 していない 5 5 5 5

工

(Q16欠)

賃金に問題がある 6 6 6 6

残業時間が辰い 7 7 7 7

定着率が低い 8 8 8 8

その他 9 9 9 9

Is

24

Q12.コ ンピュータ要員の平均給与月額(除 賞与,超 勤手当)は いくらですか。また⊃ンピュータ要員に

対する職務手当(専 門職手当,月 額)を 支払っていますか。(千 円未満四捨五入)

冨

N
1

社

内

要

員

パンチ・-1オ ペ‥ タ 「 和 グラマISE

1]2
/

平均年令(単 位:才)
49 5t 53

ヨ
誌

57

平均給与(単 位:千 円)
; 万 孟 ; 万 ;

63 :膓 万 ㌫ 芳
万

;
68

13

うち職務手当(単 位:千円) ㌃
万
苫
1.卜

万

万
苫
19

〕
万
15 膓

万
Ji
24 lII川

QT3.社 タト要員についての派遣元への支払金額平均(平 均1日 当リに引きなA・した費用でお答え下さい)

社外

より

派遣

パ ンチャー オペ レータ プログラマ SE

25派遣元への支払い=

1人1日 当費用(単 位1千 円)

+1万1千
万:円

.

28 十:万:.千万
:PI

31.十1万:千

万:円

論 十1万:千
.万:円

36

Q14.外 注される場合の1手 あたり平均パンチ単価はいくらですか。
f

数 字
37

英 字
39

カ ナ
41

上のように分けず.平 均単価で外注しているとき。43

漢 『`511円
一4一 48

銭

鋳

銭

鋳

銭

Q|8.一 般社 員 の コンピ ュー タ教 育Q19.

につ いて困 っ てい る問題 があ

れば,該 当番号 に○ 印 をおつ

け下 さい。

(多重回答)

25

コン ピュ ータ を利用 して,と くに効果 が あった と思 われ る項 目の該 当

番号 にO印 を おつ1†下 さい。

直接的効果 (多重回答)

2fi

間接的効果 (多重回答)

適当な教材(テ キスト)がない 丁 在庫の減少 丁 企 業 の イ メ ー ジ ・ア ・ンプ

一
1

適当なリーダー(教8刷 がいない 2 納期の短縮 2 判断 ・意思決定の迅速正確化 2

適切な教育機関がない 3 資金の効率的利用 3 作業効果測定の正確化 3

賀用がかか りす ぎる 4 顧客サービスの向上 4 経営状況把握の容易化 4

時間的な余裕がない 5 人件費の節減 5 全体的なモラールの向上 5

社員がコ/ビ ュータに無関心 6 人件費以外の経費の節減 6 不正行為の防止 6

管理者が コンピュータに無関心 7 業務処理の迅速 ・正確化 7 社内情報流通の円滑化 7

その他(下に具体的にお書き下さい} 8 ファイル管理の容易化 8 その他(下に具体的にお書き下さい) 8

その他(下に具体的にお書き下さい) 9

一5一
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Q20,貴 社 の 月末月初 な どを除 く定 常的 なある－Bに つい て,ス ループッ ト ・タイム別 のジ ョブ数 をご記入 下 さい。
(ジ ョブ数)

匁

1日 のジョブ数

1.分以内 3分 以内 5分 以内 10分以内 30分以内
1時 間
以 内
3時 間

以 内

5時 間5時 間

以 内 以 上
百i十i 百i+i 百}+i

…

百i+} 百i+i +i 十i '卜i+i 50

.Q21 .貴 社 の保有 されてい るプ ログラムの うち,現 在 常用 のアプ リケー ション ・プログラムの ソース ・プログラムに

ついて.使 用 言語はお よそどの ような割合 ですか。 パ ーセ ン ト数(整 数値 まで)を ご記 入下 さい。

(%数)

使用官話

51

シンボリック言語 コ ン パ イ ラ 言 語

その他の

特殊言語
合 計アセンブリ

言 語
ジ ュネ レー タ ALGOL FORTRAN COBOL PL/1 そ の他

百i+i 百i+i

:

百i+i

}

喧+i

…

百i+i

…

百i+i 百i+i 百i.↓';

100%

現 在 まで に コ ン ピ ュー タ化 し た もの

(登頂回答)

利 用 水 準

業 務 年

今後5年間に計画しているもの

計 算 ・集計 などの処 理 解 析 ・予 測 ・計 画 計 算 ・

集 計 等]7

解 析 ・予

測'計 画1i60年 ま 陥 61年14 60年 ま 陥
'61年

16

生 産1 1 1 11 1

購買・在庫2 2 2 22 2

営 業3 3 3 33 3

経理・財務4 4 4 44 4

人事・労務5 5 5 55 5

技術・設計6 6 6 66 6

企画・日査7 7 7 77 7

広告 ・宣伝8 8 8 88 8

その他(下 に具体的にお●き下さい}9 9 9 99 9

ハ

Q22.現 在 までにどの部 門を コンピュー タ化 しましたか。 また,ま だの場合,今 後5年 間に]ン ピュ ータ化す る計画

があり甑 各該当番号に。印をおつ{ナ下さし㌔ 国

Q2S.シ スデム監査 について以 下の 股間 にお答え下 さい。

(注1}

Q23-1.貴 社の コンピュータ部門 はこれまで

に システム監 査 を受 けたことが あ り

ますか.

;:㌘

(択一回答)

一 □
19

Q23-2.貴 社には システム監査 人が

い ますか.

↓……
し

る

な

し

じ

1

2

Q23-3.シ ステム監査は詣れが行いましたか。該当する番号に○印を付けて下さい。

21

(多血回答)

〔択一、回答)

口

・

ll 2 3 4 51

〔注2)

}・ 峠 ・・

(注3)

システム監査人 監 査 役 公 泌 会計 士 ,。 他(具 体魎'て 下さい')

Q23-4.シ ステム監査は次のどの段階について受けましたか。肢当†る番号にO印 を付けて下さい。

(多重回答))11
2 31

シ ス テ ム 企 画 段 階 シ ス テ ム 開 発 段 階 シ ス テ ム 運 用 段 階

Q23-5.シ ス テム監 査 は次の どの よ うな観 点か ら受 け ま したか。 該 当す る番号 に○印 を付 けて下 さい。

〔多血回答))11
2 3 4 5 6 711

安 全 性 信 頼 性 機 密 性 準 拠 性 採 算 性 適 時 性 生 産 性1

(注1}シ ステム監査とは次のように定義いたしま†.

システム監査とは.監 査対象から独立した居回的な立● で.コ ンピュータ昏中心とする惰●処理システム吉

日合的に点検 ・書債 し,関 係者に助● ・仙督すること合いい,そ の有効利用の但違 と弊害の除去と金田●に

追求 して,シ ステムの賃金化壱はかるものでb6。

(注2)内 部監査人 とは.社 内の監査部 ・検査部 ・考査部などと称される監査部門の要員をさします。

(注3)シ ステム監査人とは.内 部監査人でコンピュー タの知識をもち,

る人をさしま†.

コンピュータ関連章務の監査 を主たる室務としてい

一6一 ー7一
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システム事故 ・障害状況 システムの安全対策,信 頼性対策,合 目的性 Q27-3.地 震対 策 .該 当欄 の ひ とつ に○印 を おつけQ27-4.火 災対 策 該当欄のひとつにO印 をhつ け
`

Q26.シ ステムの全部または一部のダウン(運営中断,停 止)を来した程度の事故 ・障害等の経験(経験あるとき該当番号に○ 下さい。

印をおつけ下さい)

下 さい。
セ ンター田

吋 飯

〔択一 回 答)

1ハモー ト靖

東 餌 付 匂

{択一 回喬,

セン ター口

吋 ■

〔択 一回 答}

リモー ト増

京 ● 吋 領

(択一目副

,

これまでに記憶(
2
己録)にある経験
〔多重回答)

過去1年間〔昭和59年10月～60年9月)
における経験25(蝿 回答}

地 貫 吋 策 32 33 火 災 対 策 訓 1∬

特になし 1 1 1 1

ハ ー ドヴ ェア 障 害(CPU,周 辺機 器,MPX,娼 家 そ の 他 を 含 ω 1

転倒防止装置 〔または同等吋策} 2 2 消火器貝 〔または同等対策) 2 2ソフトウェア障害 2

空間故障 3
3 3 消火器具,消 火袋田(ま たは同等対策} 3 3

電源故障 4 4

転 倒 防 止 装 置,† ベ リ∬.め、 は たは 同 等 対 策)
フ リー ア クセ ス フoア

4 4 消火曽具、消火装置、迫田システム'(ま たは同等対策} 4 4回縁故障 5
.

5

記田破損 〔含,ネズミ食い等) 6 6
5 5 罐 童謡濃 已轍 ㌍弥 ・た・網 綱 5 5

拓(多 重回答)カ{多 重回答) その他の吋策〔ご記入下さ、・) その飽の対鮫(ご配入下さい;

日ホによる事故・障害 1
"

1]
自然水害による事故・障害 2 2 ■ 鳩 鳴 灯.防 煙 具.趣 口臭,時 出 吋 憤 そ の他 を 含む. .」

'

Q27-5.停 電対策 該 当欄のひとつに○印をおつけQ27-6,漏 水対策 該当欄のひとつにO印 をお.つけ

下 さい。 ,」

火災による事故 ・障害 3 311

笹書による事故 ・障害 4 411

嬉度による事故 ・障害 5 511 下 さい。
.

セ ン ター●

材 積

{択一 団 副

叩モ ー ト端

本 開 月 頃

(択一回 答

セ ンタ ー■

対 賃
(択一 同割

1,モー 》姐

末 口 吋 ■

`択一 同割
人の過失による事故・システム障害その他 6 611

人の5意 による事故,シ ステム侵害その池 7 711
811その他(下に具体的にお書き下さい) 8 ;

. ↓芋 竃 対 策 ぷ 37 腐 水 対 策 鵠 鵠

特になし 1 1 特になし 1 1

バソテリ用意(ま たは同等対策) 2 2 防水カバー{ま たは国辱対策, 2 2
蛇:轍,鯛,故 鯖 は.由来原 因1捌 とLな んらかの礁 回復 ㈲ 旬 を要する甑 の期 状態を拍†順 の現象としま†・

Q27-1.シ ステム保 護(シ ステムの人に よる侵害 に対 すQ27-2.シ ステム室空間の独立不可優性

る)該 当欄のひ とつに○ 印をおつけ下さい。A入 館 該 当欄 のひ とつに○ 印をおつけ下 さい。(択_同 割

パ ・〃テ リ用 意 、n家 発冠 袋 田,(ま た は 同 等 対 策) 3 3 防 水 カ バ ー.マ シ ン上 ダク ト(ま た は 同 等 対 策) 3、 3

1シ ステム安全性対策kバ ッチのときはセンター側欄のみご記入下さい)
ξ蕪 曇㌍ 「1家寵 姫(ま た・国辱脚 4 4 防水カバー.マシン上タクド感知装置(ま たは同等対策) 4 4

…
!

パソテll用意,n寧 発電装置,定田波蟹田,
凄稿供給電源の2系 統化(ま たは同等対策) 5 5 懸 篇`シ ン上ダク隠 雛 ば ぽ ・・同等欄

5 5

その他の対策(ご記入'ドさい) その他の月頃(ご記入下さい)

セ ンター問

対

《択 一回 答

リモー ト題

目 本 領 対 校

《択 一 回答

入館監視対憤 ④o

特に対策なし 1

ふ

1

格 項目ごとに択一回答)

受付者,来訪看名簿(ま たは同等対策) 2

Q28.各 々 の該 当欄 にO印 を おつけ 下 さい。Q29.各 々の該 当欄 のひ とつにO印 をおつけ下 さい.

〔抽象的で登口ですが.主観的判断で一応お答え頂ければ幸いで†L

(各項目ことに択一回答)

スペースの関係上,関連質問がQ30にありますのでご記入下さい.

拐 箆 信 頼 性 対 策1システム保原対償 受付者,来 訪者名簿,パ ・'ヂ(ま たは同等対策) 3 合目的性 レベル1
特に対賃なし 1 1 受 付 者,来 訪 者 名簿,パ ッ ヂ ・od/orlDカ ー ド{ま たは 同 等 対 策1 4

受 付 者,来 訪 者 名 簿.パ ・7ヂ・nd/orlDカ ー じ 監 視 装 置{ま たは 同 等 対 策) 5

パスワ_ド餌鳥 隈競 輪.徹 底化《また鯛 鯛 鮒
2 2

その他の対黄(ご記入下さい}

二2Z誌 蝋 朧 輪 徹眺(・ た・・同等欄 3 3

レ ペ ル
ー

項 目

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い

お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る

吋現
応釈
しに
て対
いし
るて
は
・十
分
に

晦縛
し来
ても
い含
るめ、

十
分
に対

ても亮
いち全
る'な
十符
二乗
.分計
に直
射を
広言し
に

221巴 百上裂`権殿 定輪{・ た・澗 欄
4 4 信 頼 性 吋 策 有 無

Q27-2.Bコ ンピュータ・ルーム(情 報 システム室)へ の入室

該 当欄 のひ とつにO印 をおつけ下さい。 〈択_同 割

自己怜断システム保有` 1 2

盟1紹 三』雛 鴨琴覇恥 供1・同等脚 5 5

定期診断ンステム制4】 1 2その他の対策(ご記入下さい)

入室監視対煎 31 パ〃クア〃プ体制4 1 2

特に対策なL 1
■権限の上下に伴い,複数のパスワードが■なるとさ初めてシステムが動く場合.

回田の二重化4 1 2受付者,来 訪者名簿{ま たは同等吋策) 2

受付者,衆 幼者名簿,パ ッヂ 〔または同等対策) 3

CPUデ ュアルシステム毎44 1 2 社の基本ニーズに吋倍しているか45 1 2 3 4 5

受 付者,来 訪 者 名 簿,パ ッ ヂ.nd/orlDカ ー ド(ま た は 同 等対 策) 4

個別部門のニーズに対応しているか" 1 2 3 4 5
受 付者 ψ来 訪 者 名 簿.パ ・〃ヂ 柏d/o'lDカ ー ト∫監 視 簑 田 〔ま た は 同 等対 策} 5 その他の吋賃(ご記入下さい)一

新規ニーズに対応しているか47 1 2 3 4 5その他の対箪〔ご記入下さい)

システムの更新ほ合理的二行われているか" 1 2 3 4 5

一8一 一9一
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Q30.シ ステムの安全対策に用いた金額について,ご 記入下さい。

安 全 対 策 項 目 初期投資費用 年間維持費

1.建 物 ・設備等に関する対策費用
十⑳ 四 千万 百 万 億 千 万 百万 十 万

2.コ ンピュータ・ハードウェアに関する対策費用

3.コ ンピュータ・ソフトウェアに関する対策費用

4.デ ー タに関する対策費用

5.通 信回線に関す る対策費用

6.シ ステムの安全対策に関†る人的対策費用

オンライン化 調 査 〔昭鯛 年9胸 日現ω

一 お手数ですが本間査にもご協力下さいますようお願い申し上げます 一

設問の構成

A記 録通信設側、データベース・サービス利用

オンライン形態

オンライン設備 ・内容

データベース使用態様

オンライン化 ・非オンライン化噺問わずお答え下さいo… ・99… Q31-Q33A

Q34.Q35

Q3G～Q39

Q41.Q42

A.記 録通信設僧

Q31.メ ッセージ通信に関 し,現 在ご使用中の電信設備(テ レックス,

の使用予定台数をお答え下さい。

テレタイプ)の 機器台数,5年 後

現 在 使 用 中 の 台 数 5年 後 使 用 予 定 台 数

加入電信利用 ディジタル網使用
〔国内DOX戸〔国
際VE刈S;.

専用線利用 加入電信利用

A

テ{ジタル網使用
〔国内DDX〕・
国 際V眺)峯

専用線利用

13
国 内 用

百 寸' 百 ・レ '∫ 卜 'i 4・ 百 十 百 }'

＼31国際用(国 内共
用を含む)

※DDX:断 ディンタルデータ網.VENUS:国 際ディジタル加入デー タサー ビス

Q32.画 像 通信(フ ァク シミリ)に 関 し,現 在 ご使 用中 のファ クシミリ機 器 台数 ,

数 をお答え下 さい。

5年 後の使用予定台

18

現在オンライン化の富貴体のみお答え下さい。

現在オンライン化の事餌体のみお答え下さい。

醐

8

C

D

ε

現 在 使 用 中 の 台 数 5年 後 使 用 予 定 吉 数

〕`2

加入電話利用

ほ たはFAX鋤

ディンタル網1餌1
(国内DDX戸
(国際㎜)◆

専用線利用 加入電話利用

は たはFAX網}

ディジタル網使用
〔国内DDX戸
〔国際疏 戸

専用線利用

/
口

1日 内'川
r` }' 白' }' `1「 ト 白 | '` 1' rl 1・ 、。ll211

"3t

国際用{国 内 井川を含ω

通 信

オンライン化 ・非オンライン化告問わずお答え下さいパ

オンライン化亭■体と回田使用のオフライン事■体も

お答え下さし Q43～Q51

Q52.Q53

Q54,Q55

Q33.貴 社 における,社 外 データベース'サ ービス利 用状 況に つき,下 の該 当番号に○ 印をつけてA・答 え

下 さい。

{多重回答)

利川情報

利用方式‥

現 在 5年 後

文献

情
報

数
値
情
報

画

像

扇

止

些

情

報 、

18

映

像

莇

哩

情

報

tg

音

声

情

報

頒

そ'

の

他

21

文
献
1灯
報

数
直
情
報

画

像

静

止

些

情

報
27

映

像

莇

塑

情

報
狙

音

声

情

銀

汀

そ

の

他

30

学

技
術
分
野

13

科1特
`

許

分

野

14

産そ

業の

瀞

柱分
会野
15

科

学

枝
術分

野

]6

産そ

警の

諸他

柱分
会野
)7

科
学

技
術
分
野

22

特

許

分

野

23

産そ
業の

馳

在分
会野

24

科
学
技
術
分
野

25

産そ
業の

欝他

社分
会野

頒
パッチで利用

1 1 1 1
1 1 1. 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

オンラインで利用 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

国
F

G

ロ ー カ ル ・ネ ・ント ワ ー ク

追加項目

オンライン化・非オンライン化告問わずお答え下さい。

記入願いたい質問 記入ご不用の質問

現在外部通信回田利用.オ ンライン処理をされているとき Q31～Q55

現在外部通信同日は利用.オ フ9イ ン処理をされているとき Q3卜Q33A
Q43～Q55 Q34～Q39

現在は外部通信同日不使用,ロ ーカル・パ7チ 処理のみのとき 〔但し含インライン} Q31～Q33A
q52～Q53 Q34～Q51

.

複合情報や

不動産情報,

予約情報など

・◆

出力が文字か数字
か画像その他であ

るかはここでは問

わない

一10一 一11一
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最近,一 般企業でも.自 社内に蓄積したデータをデータベース化して外部に公開(有 償)提 供する例が見られます。

また,国 としてデ一夕ベrス ・サービスを広1奨 励 ・推進する政策も漸次実施されています。

企業全体の自社資料データベース化機運 を測 るため,次 の問いにご協力下さい。

Q33A.貴 社内に,公 開(有 償)提 供の可能性あるベータペースが現在あるか,将 来あるかもしれない場合,下 のSK

当分野に○印をつけてお答え下さい。
(多1R回答)

情報分野

利用方式.'

現 在 5年 後

文献

情
報

数値

情
報

画

像

6
正

理

情

報
36

映

像

莇

哩

情

報
37

音

声

情

報
■

そ'

の

他

39

文
献
情
報

数
値情

報

画

像

静
止

芭

情

報
δ5

映

像

莇

璽

情

報
"

音

声

情

報

47

そ

の

他

48

科
学

技
術
分
野

3`

特

許

分

野

泣

肇二

批
在分
会野
33

科

ぞ
技
術
分
野

誕

産そ

季の

撫

在分
会野
35

科

㌘
技
術
分
野

40

特

許

分

野

4〕

産そ

業の

馳

在分
会野
42

季斗

字
技
術
分
野

43

産そ

業の

撫

在分
会野
44

パッチで利用 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

オンラインで利用 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

QS3の 注に同ヒ

..

Q33の 注 に 同 ヒ

公開提供の可能性あるデータベースがあるとき.お 差しつかえない範囲で,そ の概略のうち記入可能なものについ.

てお答え下さい。

ラァィルの形態 更 新 期
仮のファイル名 分野・内容の大要 〔注の番号でお答え下

さい)
蓄積開始年 (O印 をおつけ

下 さい}
蓄 積 旦 年 増 加 鼠

年 半年

A 昭和 年 季 月

その他

年 半年

B 昭和 年 季 月

その他

年 半年

C 昭和 年 皐 月

その他

年 半年

D 昭和 年 季 月

その他

年 半年

E 昭和 年 季 月

その他

注=ス ペースの関係上 関連質問がQ41,Q42に あ りますのでご記入下 さい。
ファイルの形態:① 磁気テープ,② 随気ディス ク,③ マイクロ7イ ルム,④ マイクロ7ィ ッシュ,⑤ その他

一12一

現 在

⑯9

5年 後

図

デー タ収集システムn 1 1

メッセージ交換 システム2) 2 2

照会応答システム(フ ァイル更新なし)① 3 3

取引処理システム(フ ァイル更新あり}4, 4 4

リ モ ー ト ・ン ヨ プ ・エ ン ト リ ・シ ス テ ム51.

(ljモ ー ト ・パ ・ソ チ ・シ ス テ ム)
5 5

タイムシェア リング・システム6, 6 6

その他7, 7 7

B.オ ンラ イ ン形 態

Q34.貴 社 の現在 お よび.5年 後 予定 のオンラインシステムは1.ど の ような形態 のものですか。下 の該当 番号にO印

をつけ て,お 答 え下 さ い.

(多血回答)
1)M末 から単にデー タをホストに入力C売 上チータ収集

業務馴.

2)端 末からデータをホス トを経て他の端末に送る(為 替

婁務など)ホ ス トか ら端末への配信専門システム

を含む。
3)端 末からホストに必要情報を問い合わせ(照 会),結 果

(応答)を その端末に受ける(部 品照会.文 献検索等)
-7ア イル更新な し一一

4)3)に 類似.た だしマスタ・ファイルは照会だけでなく,

更新される。(みどりの窓口,預 金業務等}。

5)端 末からプログラム(ま たはプログラムの指定}と デ
ー タから成るジョブをホストに送 り,処 理された結果

を、その端末に受け る。

6)ホ ス トの処理時間を時分割 して、複数の端末で使用す'

る(科 学技術計算,プ ログラム作成等).
7)(1-6以 外の場合.形 態を下にご記入下 さい}

上記の最近慣用 されている分類は.必 ず

しも同一平面の分類ではありませんが,
分類上の欠点は.多 重回答により補 って

下 さい.

)7

Q35.複 数 の]ン ピュ 一夕同 志 を外部 通信 回線 で結 ぶ,コ ンピュータ/コ ンピュータ ・ネ・ントワー クにつ?,下 の該

当番 号 にO印 をつ けて お答 え下 さい。

僻;、鑑8馨綴 葎ξは択一酪)

現 在 5年 後

も

つ

て

し、

る

51

も
つ

て
い

な
い

52

も

つ

つ

も

り

53

も

た

な

い

"

未

定
.

不

明

"

自 社 の コ ン ピュ ー タ の み の
コンピュータ ・ネ ・ントワー クを 1 1 1 1 1

他 社 の コ ン ピュ ー タ も 含 む
コン ピュー タ ・ネ ・!トワー クを 2 .2 2 2 2

一13一
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C.オ ンライン股● ・内容

Qsg・ オンライン'システムて=ft用 中の貴社セ・ターの中央処理装置の構成形式1該 当ne
t.o印ehつ け下

さい)・他社またはNTTのCPUに 接続のとき.他 社 ・NTT分 は記入ご不用です。

舅 1 . .bpl臼 2. dupl戟 3、 dud 4. その他( }

Q37・ オ ンライン'シ ステム ㎝ 月中のti± のマ・ター … イルのアクセス方 式(該 当欄
にO印 をおつけ下

さい)。 他 社またはNTTCPUに 接 続の とき,他 社 ・NTT分 は記 入 ご不 用です。

臼 1 . 8e叩e寵d 2, mndom 3 ■ indexed5eq。 舗i・1 4. その他( )

Q38・ 現在・オンラィンウ ステムてご使用中の糠 働 型式 鯛 数
.5年 後の使m定 数をCPU所在

別におのA・の6種 類ないし3種 類までお答え下さい。
インテリジ・ント端末機:マ イク・プ・セ・サおよび・モリを内蔵するなど演算

.蹴9己 職 能
を含むオンライン端末機をいうものとします。

ノンインテリジ・ン遂 糟:上 言己以外のオンライン端末機およ吐 記イ・テリジ
.ン ト端末機に

接続される端末機器を含むものとします。

∫

レ

(台数)

§ 靖 末 機 型 式
現在使用中の台数 5年 後使用予定の台数

]12亜

63112

ノンインテリジェント

千 百.}.

インテ リ ジュ ン ト

千 百亀 十

ノンインテリジェント

千 百.}.

イ ンテ リジ ェン ト

「r'6ハ ・

1 K8P〔キーボード・プリンタ/タイプライター)

2 CRTそ の他のディスプレイ 13

貴社のCw

47PUに接

13観するも

の 関

47

3 金■機関用端末

4 パーソナル コンピュー タ

rl・ □5 キー ・ツー ・テー プ/デ ィスク(カ セッ トを 含 む}

6 出力専用プリンタ{ライン・プリンタを含む)

7 POS靖 末
63112

/1215113

他社のC
PUに 授賞
観するも
の47

8 予約用特殊靖末
1

63112
9 漢字入出力靖束

0 コンピュータ入出力に使うFAX端 末
rl・1・113

NTTの
CPUに 瓦
接続する
もの47

A 複合端末制御装置

63
B その他{含カード・り一ダ/パ ンチ}
()

Q39.貴 社の端末機 を接続される
「他社」は次の何れにあた

りますカ㌔ ○印をつけてお

答え下さい。

(多重回答)

現 在
白
5年 後
駁

観 会 社 1 1

子 会 社 2 2

計算センター 3 3

一般第二憧電気通信事業者 4 4

特別痢二種電気通信事案者 5 5

その似} 6 6

スペースの関係上関連質問がQ54に ありま
すのでご記入下さい.

(Q40k)

D.デ ータベース使用態様

Q4t.商 用データベース ・サービスの利用について.下 の該当番号に○印をつけてお答え下さい。

(多重回答)
'有

23
無
名

通産省のデータベース台帳の利用の有無 1 1

検索代行婁の利用の有無 2 2

デー タベース ・サービス業に参入する具体的計画の有無 3 3

基本的検索コマンドの統一の必要性の有無 4 4

Q42.貴 社の現在の商用デーダペース ・サービス利用について.下 の各問に数字をご記入下さい。

千 百 十
(注D 答貴社のデータベース検索技術者数(単 位:人)

製貴社
のデータベース年間利用概算額(単位=.万 円)

41貴社でデー タベース検索に利用 しているパソコン数(単 位:台)

4$貴社で取得 して
いるパスワー ド数(単 位:個)

国

(注1}経 験1年 以上の検索者.

一14一 一15一
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忘
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ε.通 信

Q43・ 現在・貴社のオンライン・システム(CPuの 所在 を問わず)で ご使用⇔ 特定回線
.公 衆回Wttr.は 私設回

線の(ま たはオフライン・システムてご使用中の通信回線の)回 線数,回 線使用時間ならびに5年 後のご使用
予定回線数を回線規格別にご記入下さい。

現 在 5年 後

112

区

分
品 名 回 線 数

ト 百 ・ト・

平均1日1
回線当り伝
送時間◆
十

回 線 数

千 百 ・↓・ /

専

用

田

3.4KH、13 ll・18

72～12

3,4KH2(S}四

帯

域

品

目

臼48KHz

43240KH
z

50b/s53

IoOb/563
-

200b/513 1/21gl

72112

300b/523

符

号

品

目

1.200b/533
v

2.400b/543

4,800b/553

9,600b/563
・ /.

高
速
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
線

飼Kb/s13 [・ ・1

72)12

192Kb/.23

384Kb/533

768Kb/.43

1.5愉/853

6Mb/5`3
/

加 入 電 話 回 線 口 1311

42

加 入 電 信 回 縁 お

私 設 回 線"

*1時 間

以内は1時
間に切上げ

Q44.貴 社で現在ご使用中のDDX回 線の回線数.使 用時間.A・ よび5年 後のご使用予定回線数を,速 度クラス別に

お答え下 さい。

速 度 ク ラ ス

現 在 5年 後
x"

回 線 数
千 百 十

平均1日 回線使用時間'
十

回 級 数
千 百 十 r321

.

回

線

交

換

200b!sI3 . 17

112

300b〆s、 泊 刀

1.200b/s翼 訂

2,400b/s43 47

4,800b/・ 臼 介

・

57

・2r339.600b/s臼 67

48Kb/513 17

F,

-

.

22

1.12平均1日 伝送パケ 。ぽ
百 ・」・

万 万 万 千 rI31・1

パ

ケ

ッ

ト

交

換

200b/s]3 …

`ほ

300b/s牡 …

1.200b!・37 …

2,400b!・49 …
・イ3514,800b!.6[ ・

…

9,600b/。 口 …

が48Kb/52s …

*1時 間未満は1時 間に切上**1パ ケッ トは128オ クテッ ト,1オ クテットは8ピ ・ソト

Q45.現 在貴社で,デ ータやファクシミリ伝送用に国際通信回線

サービスまたは設備サービスを.貴 社 自身が直接回線使用

契約者 としてご使用のとき,お よび5年 後にご使用予定の

あるとき,下 の該当番号にO印 をつけてA・答え下さい。

(多重回答)

現 在
y.
5年 後
祖

専 用 線
音 声 級 1 1

電 信』級 2. 2

加入電話回線 3 3

加入電信回線 4 4.

デーテル 5 i5`

オー トノックス 6 16"
VENUS' 7 7

Q46.通 信方式(眩当欄にO印 をおつけ下

.さ い㌔

(多重回答)
拍

全 二 重 方 式 1

半 二 重 方 式 2

単 向 方 式 3

・デジィタル国際回線サー ビス(パ ケット方式L

－16一
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Q47.通 信制御方式(該 当欄に○印をおつけ下さいL

〔多重回答)

1.口}lli㎎ ・,別㎝ 2.co■t■ntionsystem 3.そ の他( }

Q偲.伝 送 ⊇一 ド(該 当欄 にO印 をお つけ下 さ いL

テレックス回線による場合
(多重 回答) ・)

その他の回線による場合

ISO(」lS7単 位) 4

BCD 5

EBCDIC(E対endedBCDInterchaogeCode) 6

その他() 7

Q49.現 在 の貴社オンライン ・データ伝送(ま たはオフライン ・データ伝送)にA'け るトランザ クシ∋ンの平均字 数

を記 入 して下 さい.

" 千 百1十:

ii字

45

Q50.現 在 の貴社オンライン処理(ま たはオフライン処理)にA・ け る平均 および最繁忙 時 の合 計1日 トランザクシ ョン数

を記入 して下 さい。

"

平 均1日

トランザ クシ ョン数

最 繁 忙 時 の1日

トランザ クション数

募
十1万=千
万1}

ii
l=

百i十lil

ii
:1

§ 去i∵ 百 …+i

ii
59

Q51.5年 後の貴社オンライン処理(ま たはオフライン処理)に よる合計1日 平均 トランザクション数の予想伸び率

(番号で右の回答欄にご記入下さいL
(択一回答)

…一 口'o

－ls－

F.ロ ー カル ・ネ ッ トワー ク

Q52.OA(OtficeAutomation)やFA(FactoryAutomation)を 支 え る重 要 な要 素 と して,構 内(ビ ル内)

にあ るFAXや ワー ドプ ロセ ッサや コ ンピュ ー タを 自由に接 続 して.続 合 され た情報 流通 ・利 用 システ

ムを作 るた めの,ロ ーカ ルネ ッ トワー ク(LAN-LocalAreeNetwork)が 漸 次 実用 化 され よ うと し

ています。

技術 上 も制度 上 もこれか らの問題 も多い と思 やれ ますが.貴 社 ではLANの 採 用 をh考 えです か。 該 当

番号 て右 の回答欄 に お答 え下 さい. ・(択一回答)
`1

1,既 に採用 2.検 討 中 3.採 用予定な し 4.LANに ついて知らない

ご回答が1.か2.の とき次 問にお答え下 さい。

Q53.LANに は下 図の よ うな方 式が あ りますが,

○ 印 をつけ てお答 え下 さ い。

・一一→ □

LANを 既設または検討中のときの採用方式を該当番号に

方 式 DPBX スター方式 ループ方式 リング方式 パス方式

図 C

C

↑ ↑DPBXo 回 ▲ ↓

特 徴 通信制御が比較的簡易 同 左 特殊な通信制御方式が必要 同 友
同左.た だし高級
コントロー ラ不要

回 ・ント・一ラまたは蹴 装置[亟]:デ ィジタ・レ構内交換機 。 多醐 末

(O印 を付けて下さい[

方 式 現 在
臼

5年 後
63

、

LANに よる

スター 1 1

ループ 2 2

リング 3 3

パ ス 4 14

その他 5 /5

DPBXに よる 6 /6`

(多重回答)(多 重同割

一19一
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G.追 加項 目

Q図.貴 社のコンピュータを自社内または他企業 と外部通信回線を用いて接続している場合,自 社内接続事業所数ま

たは接続他企業数(業種別)を ご記入下さい。(但し,商 用データベース ・サービスは除いて下さい.)

*オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム *オ フ ラ イ ン .

シ ス テ ムホス ト/ホ スト ホスト/端 末
端 末/ホ スト

自社内において外部通信回線を使用 した
全ての事業所数

他
社
と
接
続
し
て
い
る
場
合
の
接
続
先
企
業
数

1.農 ・林 ・漁 ・狩猟 ・水産養殖業

2,鉱 莫

4.建 設業

5.食 品製造業

6.繊 維工藁

7.紙 ・パルプ ・紙加工品製造業

8.新 聞業 ・出版藁

9.印 刷婁 ・同関連産業

10.化 学工業

11.石 油製品製造藁

12.窯 業 ・土木製品製造業

13,鉄 鋼叢

14.非 鉄金属製造業 ・金属製品製造業

15,一 般機械器具製造業

16.電 気機械器具製造業

17.輸 送用機械器具製造章

18.精 密機械器具製造藁

19.そ の他の製造量

21,卸 章 ・商社

2.小 売業

23.金 融婁

24.証 券業 ・商品取 引藁

25.生 命保険菜(含 代理藁 ・サービス業}

26.捌 害保険婁 〔含代理案 ・サービス業)

27.不 動産藁

28.運 鎗 ・通信藁

拍.冠 力 ・カス事業

30.放 送業

31.広 告 ・調査 ・情報提供サービス業

32.情 報処理サービス業 ・ソフトウェア業

33.医 療業

34。宗敏法人

35.高 校

36.大 学

37.そ の他の教育機関

38.学 術研究機関

39.法 人団体 ・農協

40.そ の他のサービス藁

42.政 府

43.地 方公共団体
.

一20一

■表紙参照

Q55.第 二種電気通信事業者(い わゆるVAN業 者)を ご利用のとき,過 去1年 以内(昭 和60年10月1日 ～昭和61年9

月30B)に 支払われた初度費用および運用経費月額平均についてご記入下さい。(内 容不明のときは合計概算額

で結構です。)

昭和6】年9月 末日現在の

契約靖 宋台数

(白}

費用

玉 書 募;万 孟

初
度
費
用

加入料その他

■設 備 費

合 計

運
用
経

費
月
額
平
均

基 本 料

通 信 費

処 理 料

フ γ イル 料

そ の 他

合 計

■業者への支払費用と自社直接支払費用を含む.

ご意見欄 (オ ンライン ・システムに関する技術問題,回 線制度問題,そ の他につきご意見,ご 要望などが
ありますればご記入下さ・い)

完1ご 回答まことに有難うございました。

このアンケートは.日 本自転車撮興会から競輪収益の一部である機微工裏撮興資金の補助を受けて.

昭和61年度亭叢 「オンライン利用状況に関する調査研究」の一環として実施するものです.
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